
「介護医療院」へ転換予定の医療機関について

「介護医療院」への一部転換予定の下記医療機関について、

御意見を伺うものです。

医療法人全心会 伊豆慶友病院

第１回地域医療

構想調整会議
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「介護医療院」への転換等を予定する医療機関

１ 介護医療院への転換

（１）転換予定医療機関：医療法人全心会 伊豆慶友病院

（２）転換予定時期：令和２年８月 1日付

（３）概要

ア 施設の名称：伊豆慶友介護医療院

イ 人員基準 ：Ⅰ型（介護療養病床相当）・Ⅱ型 （老健施設相当以上）

ウ 転換内訳 ：療養病床 47 床（４階） → 介護医療院 47 床（４階）

２ 病床種別の変更

（１）変更予定医療機関：医療法人全心会 伊豆慶友病院

（２）変更予定時期：令和２年８月 1日付

（３）変更の内訳：一般病床 55 床（５階） → 療養病床 47 床（５階）

３ 転換・変更の理由

当院はこれまで国や地域の実状と要望等を意識して病床変更を行うことで運営を維持してきた。平

成 26 年から運営する転換型老健では稼働率 95％以上を維持、医療区分割合 50％以上の入院料２の療

養病床も稼働率 90％前後を保っている。

一方、一般病棟では、平成 28 年に地域包括ケア病床を開設、40～60％で推移していた稼働率も現在

は 40％台前半に落ち込んでいる。

こうした状況を踏まえ、当院に入院する患者の傾向を分析したところ、①伊豆市を住所地とする患

者が 70％以上、②65 歳以上が９割、75 歳以上が８割、85 歳以上が６割、③約半数が長期療養を希望

という状況であると判明、さらに伊豆市の高齢化率が現状の 38％台から今後いっそう上昇していくこ

とを考慮すると、長期療養かつターミナルケアまで行える役割を担う施設に転じていくことが地域の

要望に対応することであると判断し、病床変更に対する申請を希望するに至った。

４ 病床等の内訳

＜転換前＞

＜転換後＞

５ その他

上記転換後も、外来機能と２次救急の当番、休日輪番の担当は継続する。

合計

医療保険 介護保険

開設許可

病床計
一般

療養１

20:1

療養２

25:1
計

介護

療養

介護

医療院

介護老人

保健施設
その他

159 床 102 床 55 床 47 床 床 57 床 床 床 57床 床

合計

医療保険 介護保険

開設許可

病床計
一般

療養１・２

20:1

経過措置

25:1
計

介護

療養

介護

医療院

介護老人

保健施設
その他

151 床 47 床 床 47 床 床 104 床 床 47 床 57 床 床



（参考資料）

（資料：厚生労働省ＨＰ「介護医療院について」より）


